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■令和６年３月５日付け「新型コロナウイルス感染症の令和６年４月以降の医療提供体制

及び公費負担支援等について」 抜粋 

（厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部等） 

 

７．患者等に対する公費負担の取扱い 

（１） 治療薬及び入院医療費にかかる公費支援 

○ 新型コロナの５類感染症への位置づけ変更（５月８日）後、患者の急激な負担増を回避

するため、新型コロナウイルス治療薬の薬剤費及び入院医療費の自己負担等にかかる公

費支援について、まずは夏の感染拡大への対応として９月末まで継続することとし、10

月以降においても、一定の自己負担を求めつつ公費支援を継続してきた。これらの支援

については、本年３月末で終了する。 

○ 令和６年４月以降の、新型コロナウイルス治療薬の薬剤費及び入院医療費については、

他の疾病と同様に、医療保険の自己負担割合に応じて負担することとなるが、医療保険

における高額療養費制度が適用されることにより、所得に応じて一定額以上の自己負担

が生じない取扱いとなる。 
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